
■「固体の弾塑性力学」 初版（2007年 12月 10日）の正誤表 

 

 

(1) p.5，式（1.7），右辺第 2項 

−(𝜏𝑥𝑦𝑑𝑥) cos 𝜃 ⇒ −(𝜏𝑥𝑦𝑑𝑥) sin𝜃 

 

(2) p.5，式（1.8），右辺第 1項と第 2項 

𝜎𝑥 sin 𝜃 cos 𝜃 − 𝜎𝑦 sin𝜃 cos 𝜃 ⇒ 𝜎𝑦 sin𝜃 cos 𝜃 − 𝜎𝑥 sin𝜃 cos 𝜃 

 

(3) p.13，図 1.7 

𝑦軸に垂直な面のせん断応力成分 

𝜏𝑥𝑦，[𝜏𝑥𝑦 + (𝜕𝜏𝑥𝑦/𝜕𝑦)𝑑𝑦]，𝜏𝑦𝑧，[𝜏𝑦𝑧 + (𝜕𝜏𝑦𝑧/𝜕𝑦)𝑑𝑦] 

の方向（矢印の向き）が逆 

 

(12) p.17，2行目 

「直角座標系𝜉-𝛾のひずみ휀𝜉，휀𝜂，𝛾𝜁𝜂に変換する場合」 

⇒「直角座標系𝜉-𝜂のひずみ휀𝜉，휀𝜂，𝛾𝜉𝜂に変換する場合」 

 

(13) p.18，下から 2行目 

「C点の変位」⇒「D点の変位」 

 

(14) p.18，最下行 

「𝛿C𝑥」⇒「𝛿D𝑥」， 「𝛿C𝑦」⇒「𝛿D𝑦」 

 

(15) p.19，式（1.53），式の 1行目の右辺第 2項 

(
𝛿C𝑥 cos 𝜃

𝑑𝜉
+

𝛿C𝑦 sin𝜃

𝑑𝜉
) ⇒ (

𝛿D𝑥 cos 𝜃

𝑑𝜂
+

𝛿D𝑦 sin𝜃

𝑑𝜂
) 

 

(16) p.19，式（1.53），式の 2行目の第 1項 

−2휀𝑥 ⇒ −휀𝑥 

 

(17) p.24，図 1.14 

辺 DC上のせん断応力成分は「𝜏𝑟𝜃 + (𝜕𝜏𝑟𝜃/𝜕𝑟)𝑑𝑟」ではなく，𝜏𝑟𝜃 + (𝜕𝜏𝑟𝜃/𝜕𝜃)𝑑𝜃 

 

(18) p.26，式（1.78）の上の式の左辺第 1項 

(
𝜕𝜎𝜃

𝜕𝑟
+

𝜎𝑟

𝑟
) 𝑟𝑑𝑟𝑑𝜃𝑑𝑧 ⇒ (

𝜕𝜎𝑟

𝜕𝑟
+

𝜎𝑟

𝑟
) 𝑟𝑑𝑟𝑑𝜃𝑑𝑧 

 



(19) p.26，式（1.78）の左辺第 1項 

𝜕𝜎𝜃

𝜕𝑟
 ⇒ 

𝜕𝜎𝑟

𝜕𝑟
 

 

(22) p.35，最後の式 

右辺から次の 2つの項を削除 

−𝜈 (
𝜕2𝜙

𝜕𝑥2
− 𝜈

𝜕2𝜙

𝜕𝑦2
) および −𝜈 (

𝜕2𝜙

𝜕𝑦2
− 𝜈

𝜕2𝜙

𝜕𝑥2
) 

 

(24) p.37，式（2.11），右辺のベクトルの第 3成分 

𝜕2𝜙

𝜕𝑥𝜕𝑦
 ⇒ −

𝜕2𝜙

𝜕𝑥𝜕𝑦
 

 

(30) p.63，問題 9 

「（内径𝑎，外径𝑏）の外径の増加」⇒「（内半径𝑎，外半径𝑏）の外半径の増加」 

 

(31) p.66，図 3.1 

下図のように修正 

 

 

(36) p.73，式（3.32） 

𝜃 =
1

𝑘1

𝑇

𝑎𝑏3𝐺
 ⇒ 𝜃 =

1

𝑘1

𝑇

16𝑎𝑏3𝐺
 

 

(37) p.73，式（3.33） 

𝜏max = 𝑘2

𝑇

𝑎𝑏2
 ⇒ 𝜏max = 𝑘2

𝑇

8𝑎𝑏2
 

 



(38) p.74，式（3.35）の左式 

𝜃 =
3𝑇

𝑎𝑏3𝐺
 ⇒ 𝜃 =

3𝑇

𝐴𝐵3𝐺
 

 

(39) p.74，式（3.35）の右式 

𝜏max =
3𝑇

𝑎𝑏2
 ⇒ 𝜏max =

3𝑇

𝐴𝐵2
 

 

(40) p.74，図 3.9 

 𝑎 ⇒ 𝐴 = 2𝑎 

 𝑏 ⇒ 𝐵 = 2𝑏 

 

(41) p.86，式（4.9）の右辺 

−2
𝜕2𝑤

𝜕𝑥𝜕𝑦
 ⇒ −2𝑧

𝜕2𝑤

𝜕𝑥𝜕𝑦
 

 

(42) p.86，下から 2行目 

 𝐺 = 2𝐸(1 + 𝜈) ⇒ 𝐸 = 2𝐺(1 + 𝜈) 

 

(43) p.87，図 4.3 

𝑦軸に垂直な面に作用するねじりモーメント 

𝑀𝑦𝑧 ⇒ 𝑀𝑦𝑥 

𝑀𝑦𝑧 +
𝜕𝑀𝑦𝑧

𝜕𝑦
𝑑𝑦 ⇒ 𝑀𝑦𝑥 +

𝜕𝑀𝑦𝑥

𝜕𝑦
𝑑𝑦 

 

(44) p.92，式（4.35） 

𝜕4𝑤

𝜕𝑦4
= 0 ⇒ 

𝜕2𝑤

𝜕𝑦2
= 0 

 

(45) p.93，式（4.36） 

𝜕4𝑤

𝜕𝑥4
= 0 ⇒ 

𝜕2𝑤

𝜕𝑥2
= 0 

 

(46) p.93，式（4.37） 

𝜕4𝑤

𝜕𝑦4
= 0 ⇒ 

𝜕2𝑤

𝜕𝑦2
= 0 

 

 



(47) p.93，式（4.39）および式（4.40），計 3箇所 

(
1

𝑎4
+

1

𝑏4
)
2

 ⇒ (
1

𝑎2
+

1

𝑏2
)
2

 

 

(52) p.119，式（6.20），右辺係数行列の「1行 2列成分」 

−𝜈𝐿𝑇/𝐸𝑇 ⇒ −𝜈𝑇𝐿/𝐸𝑇 

 

(53) p.119，式（6.20），右辺係数行列の「2行 1列成分」 

−𝜈𝑇𝐿/𝐸𝐿 ⇒ −𝜈𝐿𝑇/𝐸𝐿 

 

(54) p.119，式（6.21） 

𝜈𝐿𝑇

𝐸𝑇
=

𝜈𝑇𝐿

𝐸𝐿
 ⇒ 

𝜈𝑇𝐿

𝐸𝑇
=

𝜈𝐿𝑇

𝐸𝐿
 

 

(56) p.119，式（6.22） 

[𝜎] = [

𝜎𝐿

𝜎𝑇

𝜏𝐿𝑇

] [
𝐸𝐿/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 𝜈𝐿𝑇𝐸𝑇/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0

𝜈𝑇𝐿𝐸𝐿/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 𝐸𝑇/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0
0 0 𝐺𝐿𝑇

] [

휀𝐿

휀𝑇

𝛾𝐿𝑇

] 

⇓ 

[𝜎] = [

𝜎𝐿

𝜎𝑇

𝜏𝐿𝑇

] [
𝐸𝐿/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) −𝜈𝐿𝑇𝐸𝑇/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0

−𝜈𝑇𝐿𝐸𝐿/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 𝐸𝑇/(1 − 𝜈𝐿𝑇𝜈𝑇𝐿) 0
0 0 𝐺𝐿𝑇

] [

휀𝐿

휀𝑇

𝛾𝐿𝑇

] 

 

(57) p.122，式（6.31）の第 2式 

휀𝑦 = 𝑆1̅2𝜎𝑦 ⇒ 휀𝑦 = 𝑆1̅2𝜎𝑥 

 

(58) p.141，図 7.11 

下図のように修正（せん断応力の分布形状を修正） 

 

 

以上 


